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第１章～第４章 （略） 

 

第５章 バイオサイエンスデータベースセンターヒトデータ審査委員会 

（目的及び設置） 

第39条 バイオサイエンスデータベースセンターが、事業の推進のために整備した、ヒトに関

するデータ（以下「ヒトデータ」という。）を共有するためのプラットフォーム（以下「Ｎ

ＢＤＣヒトデータベース」という。）のヒトデータの受入れ及び利用に関する審査を実施す

るため、組織規程第９条の規定に基づき、バイオサイエンスデータベースセンターヒトデー

タ審査委員会（以下「審査委員会」という。）を置く。 

（任務） 

第40条 審査委員会は、事業におけるヒトデータの受入れ及び提供に関し、次に掲げる事項を

実施する。 

（１） ヒトデータの、ＮＢＤＣヒトデータベースへの受け入れの審査に関すること。 

（２） 他の機関とバイオサイエンスデータベースセンターとの協定等に基づく、ヒトデー

タの、当該機関が保有するデータベース（以下「他機関データベース」という。）へ

の受け入れの審査に関すること。 

（３） ＮＢＤＣヒトデータベース及び他機関データベースから提供する制限公開データの

利用申込みの審査及び利用停止の決定に関すること。 

（４） ヒトデータ利用終了時の二次データ保管の審査に関すること。 

（５） その他ヒトデータの公開及び共有に必要なこと。 

（準用） 

第41条 第17条（構成）、第18条（任期）、第19条（運営）、第20条（分科会）、第21条（謝

金等）、第22条（秘密保持義務）、第23条（設置期間）及び第24条（その他）の規定は、審

査委員会の運営について準用する。 
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第６章 雑則 （略） 

 

 

 

 

※準用部分の抜粋 

（構成） 

第17条 運営委員会は、委員長及び委員10名以内で構成する。 

２ 委員長及び委員は、外部の学識経験者のうちから理事長が委嘱する。 

３ 委員長は、第20条第５項に定める分科会主査及び、必要に応じて委員以外の外部の者を運営委員会に出席

させ、報告又は意見を述べさせることができる。 

（任期） 

第18条 委員長及び委員の任期は、１年とする。ただし、再任を妨げない。 

（運営） 

第19条 委員長は運営委員会を主宰し、運営委員会を招集する。 

２ 委員長に事故あるときは、委員長があらかじめ指名した委員がその職務を代行する。 

（分科会） 

第20条 運営委員会の審議を円滑に進めるため、必要に応じて運営委員会に分科会を置くことができる。 

２ 分科会の設置及び廃止は、委員長が運営委員会に諮って定める。 

３ 分科会は、委員長が指名する委員及び理事長が委嘱する委員以外の外部の学識経験者（以下「分科会委員」

という。）をもって構成する。 

４ 委員でない分科会委員の任期は、１年又は分科会を廃止する日までとする。ただし、再任を妨げない。 

５ 分科会に主査を置き、委員長又は委員長の指名する分科会委員がこれにあたる。 

６ 主査は、必要に応じて分科会委員以外の者を分科会に出席させ、意見を述べさせることができる。 

７ 主査は、分科会を主宰し、分科会を招集するとともに、その調査審議結果を運営委員会に報告する。 

（謝金等） 

第21条 委員長及び委員、分科会委員、招聘した外部の者には、別に定めるところにより謝金及び旅費を支給

することができる。 

（秘密保持義務） 

第22条 委員及び分科会委員は、その職務に関して知り得た秘密を漏らし、又は盗用してはならない。その職

を退いた後も、同様とする。 

（設置期間） 

第23条 運営委員会の設置期間は、理事長が別に定める日までとする。 

（その他） 

第24条 この規則に定める事項のほか、運営委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が定める。 
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